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Abstract: We purpose to produce Meissner corpuscles artificially. In order to do that, it is necessary to make a deep research 
about the corpuscle generation process. Using light and electron microscopic techniques, previous research revealed that the 
generation in Macaca mulatto begins in the third trimester, 17-24 weeks estimated gestational age, and ends before the birth. 
However, the differentiation of axons and Schwann cells is still in mystery. In this article, we consider the differences of 
generation process between primate and mouse, and propose a potential method by which the 3D form of Meissner 
corpuscles capsule may be revealed.  

 

１．はじめに 
我々はマイスナー小体 [4] の人工的な再現を目指し

ている．そのためにはその発生過程を知る必要がある．

マイスナー小体の発生過程の初期に一本の無髄神経軸

索が真皮乳頭に侵入する様子と，その後軸索がらせん

形状をなす様子が報告されている[3]．軸索に付随する

シュワン細胞が板状の細胞に変形する[2]（Fig.1）．これ

を基本構造として，続いて数本の軸索が入り込み，マ

イスナー小体が完成する． 

 

Fig. 1 Transformation of first axon 

 

しかし我々が調べた限りでは，最初の軸索がらせん

形状をなす機序についての報告はなく，不明なままで

ある．前報ではその機序について，力学的作用による

と仮定して考察を行った [5]．次の段階として，実際に

発生過程を細かい時間刻みで観察することを計画して

いる．本稿では，観察する際に必要な知識であるマイ

スナー小体の発生時期についてまとめ，予定している

観察手法について述べる． 

 

２．マイスナー小体の発生時期 

従来，マイスナー小体など機械受容器についてよく

調査対象とされている動物としてアカゲサルとマウス

が挙げられる．これらはマイスナー小体の発生時期が

異なる（Fig .2）．アカゲサルにおいては，第三期（在胎

週齢 17-24 週）にマイスナー小体の発生が始まり，生ま

れる前に完了する [3]．一方マウスにおいては，生後 2

日目から発生が始まり，25 日までに完了する [1]． 

 

Fig. 2 Timeline of development of Meissner corpuscle 

３．観察方法 

 マイスナー小体の発生過程を詳細に観察するために

は従来のように単一の断面だけでなく，立体形状を把

握する必要がある．立体形状を観察する方法としては

共焦点顕微鏡などもあるが，組織が透明である必要が

ある．実現可能な方法として，指断面試料を免疫染色
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して神経軸索を蛍光させることを予定している． 

 現在，名古屋大学医学部・宮田教授の協力のもとで

マウスにおけるマイスナー小体の発生過程を観察する

準備を進めている．例として胎生 17 日目(Ed17)の指断

面試料を Fig.3 に示す．表面に平行に神経が走行してい

る様子が見られる．試料の厚さは 14 μm 程度である．

マウスのマイスナー小体は直径 10 μm 程度 [1] である

ことが知られている．同程度のスケールであり，断面

の観察は可能と考えられる． 

４．おわりに 

 本稿では，マイスナー小体の発生過程を観察する試

みについて報告した．まず観察対象とすべき時期を，

アカゲザルとマウスについてまとめた．特にマウスは

生後にマイスナー小体が出来始める点に注意が必要で

ある．次に，予定しているマイスナー小体の観察法に

ついて述べた．現在，マウスのマイスナー小体の発生

過程を観察する準備を進めている． 

 

 

Fig. 3 Cross section of fingertip of mouse (Ed17) 
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